
１．基本情報

2

3

1

２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

平成３０年度　施策評価シート

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

担当部 教育委員会基本施策 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策名称 教育施設・設備の充実

施策の
方向性

●計画的かつ効果的な施設整備を実現するため、学校施設の標準的な仕様を策定します。
●多様な学習活動に対応した機能的で質の高い教育環境の整備・充実を目指します。
●安心・安全な教育環境を確保するとともに、学校のバリアフリー化を目指します。
●「学びの好循環システム」を構築する拠点として、社会教育施設の充実を図ります。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

1
教育施設の耐震施
設数（社会教育施
設等含む）

施設

目標値 7 8 8 8 9

実績値 7 7 8 8 0 0

2

目標値

実績値

0達成状況 達成 達成 達成 0

目標値

達成状況

4

目標値

達成状況

3 実績値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

平成29年度の府中中学校の改修をもって町内小中学校の耐震化は完了しました。府中公民館・歴史
民俗資料館については耐震化に着手しています。府中南公民館については、実施計画において令和
元年度に耐震調査を実施する予定でしたが、進んでいないのが現状です。

府中南公民館については、「学校・社会教育施設等の利用・整備マスタープラン」に沿った計画的
な耐震化を伴う整備実施が必要です。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとしま
す。



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

府中公民館等改築事業 8,004

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

木の香る学習環境整備事業 10,798

小学校維持管理事業 64,242

くすのきプラザ維持管理事業 43,784

社会体育施設維持管理事業 10,993

揚倉山健康運動公園体育施設維持管理事業 16,341

中学校維持管理事業 23,363

公民館維持管理事業 5,643

歴史民俗資料館維持管理事業 1,446

合計 184,614



１．基本情報

政策体系

2

3

1

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

決算 8,004 988 0 0 0

当初予算 28,100 1,050 0 0 0 27,050

7,016

指標の設定方法 施設の整備が目的のため、進捗率を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

目標値

実績値③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

0.8 0.9 10.6

実績値

目標値

R1年度 R2年度

① 事業進捗率(事業費ベース) ％

目標値 - 1.6 10.6 55.3

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 達成 未達成 達成

100.0

実績値

活動計画 活動実績
○

○

複合施設の基本設計を行い、今年度中に完了させる
とともに、引き続き実施設計に着手します。
（契約工期：平成30年3月～平成31年8月）
歴史民俗資料館の展示施設の設計を行います。
（予定工期：平成30年6月～平成31年10月）

○

○

複合施設の基本設計を行い、実施設計を継続して
行っています。
歴史民俗資料館の展示施設の設計を継続して実施し
ています。

基本目標 学び合い、志を育むまちづくり

基本施策 安心・安全で質の高い教育環境の整備

単位施策 教育施設・設備の充実

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 府中公民館等改築事業 事業番号 231105

担当部署名 教育委員会 社会教育課

府中公民館、歴史民俗資料館及び消防団詰所の複合化に向けた基本設計を行うとともに、実施設計に着手しま
す。また、歴史民俗資料館の展示設計にも着手します。



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値を達成しています。引き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとしま
す。

事業継続

今後も、関係部署と連携を図り、事業を推進します。

作成担当部長 教育部長　榎並　隆浩

今後の方向性 事業継続

今後も関係部署と十分連携を図りながら、事業を進めていきます。

作成担当課長 社会教育課長　山下　賢二

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

計画どおり進捗できています。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性

令和4年開館に向けて、概ね順調に進んでいるものと考えられます。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）


